
 

 

 

第 4 回 募金広告部会会議 

 

１．日  時： 第一日／2009年 12月 1日[火]19時 00分～21時 20分 

     第二日／2009年 12月 3日[木]19時 00分～21時 20分 

 

２．場  所： 第一日／第一鉄鋼ビル 9階会議室 

     第二日／慶應義塾三田キャンパス北館 3階大会議室 

 

３．参加者（順不同敬称略）：  

    ＜第一日＞ 

    福島六一（部会長兼経済学部代表）、太田優子（副部会長／法）、 

    山崎哲史（経）、増岡聡一郎（経）、椎津雅夫（兼法学部政治学科代表／政） 

水野伊知郎（政）、山口弘継（文）、野田 慶（文）、 

    ＜第二日＞ 

    福島六一（部会長兼経済学部代表）、大橋芳和（商）、早坂靖志（理）、 

    宮尾武志（学年代表／経）濱田竜哉（兼事業委員会総務／商） 

 

４．議  事：  

１）現況報告（福島） 

 ＊11月下旬の総額は 2,000万円弱。（対目標比約 66％） 

 ＊募金者の 126三田会総数に対する割合は約 3％。 

 ＊名簿管理部会のWeb登録をとりあえず締めて、新年のご挨拶としてに届くよう 

  大同窓会の案内状発送体制に入る。 

  もちろん、これからもWeb登録は半永久的に続ける。 

    また、塾への名簿提出期限を過ぎても、一人でも多くの同期本人の手元に届ける 

  ことが最大目的故、12月登録者についても出来るだけ登録住所で対応するように 

  する。 

 

２）募金感謝書の発送について（福島） 

 ＊各学部に募金を頂いた方の募金日と氏名のリスト及び封書を配付。 

 ＊各学部 20?30通の発送なので、募金部会員だけで発送作業は可能。 

 ＊郵送費用は領収書で、後日学部毎で学年会計処理を行う。） 

 ＊12月 10日を目安に各学部にて発送してほしい。 

 ＊宛先は、各学部の名簿管理部会員に問合せ確認の上行う。 

 ＊感謝書の最終文面は、再度、福島が明日部会委員に発信する。 

 

 



３）各担当部署の活動状況について 

  基本方針：＜クラス、クラブ、出身校、会社など、委員が所属する（していた） 

  団体の同期会等を開催し、卒 25年事業募金活動を広め募金の依頼を行う。＞ 

  ↑これについて、各委員の状況報告から主な内容以下、 

 ＊各自、自身の所属団体については既に開催した委員と、あらためて 

  忘年会・新年会を開催予定する委員有り。⇒会の開催は、概ね順調に開催 

  している。 

 ＊会合の中では概ね同意を得ていて、募金振込用紙を持って帰っても手続きをして 

  貰えないケースが多いとの報告有り。実際、会の開催に比べて募金人数の延びは 

  少ない。 

  ＜対策＞ 

  ・会合の後、何日かして再度フォロー及び確認の電話やメールを徹底する。 

  ・直接、再度少人数で会い一対一でのコミュニケーションに効果がある。 

  ・信頼関係があれば、その場で本人に振込用紙に記入してもらい、必ず募金金額 

   の預かりの旨を明確にした上で委員が振込み、控えを本人に送る。 

  ・付属校エリア＝志木高担当として、荻田委員が募金広告部会加入。 

   荻田委員自身は既に 50名前後の同期情報有り。但し昨年同期会を開催済み故、 

   本年の開催は難しいが、今まで明確な卒 25期年事業広報活動が出来ていない 

   志木高出身同期への働きかけを行い機運を高める活動を行う。 

  ・商学部は、先月より幹事委員によりがWeb登録と募金を同時に依頼する活動を 

   行っている。 

  ・理工学部は、名簿管理部会を中心として研究会別にWeb登録をしてもらう活動 

   を始めている。 

 

４）戦略について 

  ＜年末賞与に伴う呼びかけ活動＞ 

 ＊幹事自ら自身の所属企業内同期に対し「賞与の一部募金」と依頼する。 

 ＊塾出身者の多い企業については、募金広告部会員からその企業で活動の中心に 

  なってくれそうな同期に担当として依頼して活動してもらう。 

  賞与支給期間も近いので、速やかに準備活動を行う。 

  担当割／トヨタ：荻田、三菱商事：増岡、IBM：山崎、NEC：山崎、 

  キャノン：山崎、ソニー：増岡、三菱東京UFJ銀行：山崎、みずほ信託：久木野、 

  伊藤忠：大橋、日立製作所：荻田、NTT：荻田、あいおい損害保険：福島、 

  大和証券：山崎、みずほ銀行＝旧富士 BK：福島、旧一勧：山崎、旧興銀：野田、 

  西濃 HD；荻田、サントリー：福島、三井住友海上：荻田 

  以上、決定済み担当企業。企業内の依頼する方については省略。 

  三井住友銀行依頼同期は選定中。 

  またNEC及び IBMに付いては同期勤務者数を考慮し依頼する担当同期を 

  増やしたい。 

  ※依頼文の参考文を作成→福島（早急！） 

 

 



  ＜クラス委員に依頼＞ 

 ＊クラス委員や学科委員として既に活動してくれている委員な中にも、まだ 

  募金手続きが済んでいない委員がいる。 

  これは学部により活動の差があるので学部の判断で、所属委員に募金手続きの 

  お願いをする。経済学部及び文学部は近日中に行う。 

 

  ＜実行委員長＆学年代表名依頼メール＞ 

 ＊125三田会先輩委員も年明けに行った実行委員長（市瀬）及び学年代表（宮尾） 

  からの募金協力依頼メールは今年も行いたい。 

  必要であれば、その直後に個別コンタクトとして電話活動を展開する。 

 

５）記念誌広告について 

 ＊125三田会発行の記念誌（10月発行）の広告コピーを回覧。 

 ＊広告掲載依頼候補 100社を同窓会本部幹事委員数名にて選定し担当を決める。 

 ＊募金広告部会委員内広告掲載依頼候補担当状況／ 

  増岡委員：35社、野田委員：3社の候補。（具体名省略） 

 

＜次回会議予定＞ 

・第五回募金広告部会会議 

 ：1月 6日（水）or 1月 7日（木）19時～で検討中。 

                                       以上 

 

                             【文責：福島六一、濱田竜哉】 

 


